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※空晶石は紅柱石の変種であるため、ここでは紅柱石のデータを 

掲載しています。 

ハンマーでたたくと貝 

殻状の断口を示す。 

ガラスのような光 

沢を持つ。 

粘板岩と花崩岩の 

接触部に生成する。 

ケイ酸塩鉱物 
~熱愛締に●鉛齢露疎~ 
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空晶石・ 

紅柱石の変種で、一部が白 

雲母化し、炭質含有物によ 

る十字模様があらわれたも 

のを空晶石という。 

素焼きの陶板にこ 

すりつけると白色 

の条痕が残る。 

柱状結晶の断面に 

十字模様があらわ 

れた空晶石。 
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紅柱石の変種 

主に粘稜碧と花闇碧の接嵐蔀から産出する空晶石は、 

独笠した鉱物種ではなく紅柱石の変種として存在し、 

程扶結富の底面に対して平行な断面上に、黒色の干学 

積穣があらわれているのが特徴。副成分の戻賛誉肴物 

が紅柱石中に対称的に配列されてできたこの十字模様 

が、石に浮かび上がった黒い十字架に見えることから、 

空晶石は別名「クロスストーン」 とも呼ばれ、中世 

▲中国で産出した空晶石。 
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▼粘板岩中に生成した空晶石の 

結晶。 

ョーロッパでは魔よけのお守りとして身につけられていた。 

なお、英名の「カイアストライト（chiastolite )」は、ギ 

リシャ語で「対角的な配列」を意味する「chiastos 」を語 

源としており、質の良い空晶石は、研磨されてボタンやア 

クセサリーに利用されている。 

アメリカ些 
ミシガン州などで 

産する。 
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▼空晶石は柱状結晶の断面に対して平行 
きん た ろう尋叱 

に、金太郎飴のように模様が入っているコ 

アメリカ・カリフォルニア州産。 


